










化学専攻 田辺研究室 佐々木 亮祐 
1．2-(p-ブロモフェニル)チアゾリジン-4-オンの cis/trans 立体補完的合成: 有用鈴木・宮浦
クロスカップリングドナー・アクセプタ  ー
2,5-二置換チアゾリジン-4-オンは多くの生理活性物質に含まれる重要 S, N 含有ヘテロ
環であるが， 2-(3-ピリジル) 体に限られるが，立体補完的な合成法は当研究室の方法に限




















して，従来の  Feringa や 
  
(OD-H, 0 °C, 1.00 ml/min, Hexane/IPA = 100:1) 






とに成功した (Scheme 2)。また 2,5-二置換チアゾリジン-4-オンへと誘導することで，4 異
性体の HPLC による高精度な光学純度の測定が可能であることを見出した。 
3．位置制御ベンズアヌレーション反応を利用するリグナンラクトン系天然物の全合成 
当研究室では，アリール(アリール’) gem-ジクロロシクロプロピルメタノール (AACM) 
に Lewis 酸を作用させ α-アリールナフタレンを得る，位置制御ベンズアヌレーション反
応を報告している 3)。用いる AACM 基質が異なる Ar, Ar’ 基を有する場合，Ar, Ar’ の導
入順序あるいは Lewis 酸の選択により，環化方向を制御できる 4)。最近，通常のベンズア
ヌレーション反応 (normal-type) とは異なる，α-アリールナフタレンを与える反応 
(ipso-type) が見出されている。 




 および Phyllamyricin A6) の全合成を各  々 10 段階，総収率は 0.4%, 6.4% 
で達成した。 1H および 13C NMR は天然物と完全に一致した。 
さらに，Chaihunaphthone 前駆体はナフタレンに置換しているアリールの ortho 位無置
換にも関わらず軸不斉を発現する，非常に興味深いキラリティーを有することを見出した。 
 
1) Strijtveen, B.; Kellogg, R. M. J. Org. Chem. 1986, 51, 3664.  2) Tanabe, Y.; Yamamoto, H.; Murakami, M.; Yanagi, K.; 
Kubota, Y.; Okumura, H.; Sanemitsu, Y.; Suzukamo, G. J. Chem. Soc., Perkin Trans. 1 1995, 935.   3) Tanabe, Y.; Seko, 
S.; Nishii, Y.; Yoshida, T.; Utsumi, N.; Suzukamo, G. J. Chem. Soc., Perkin Trans. 1 1996, 2157.  4) Nishii, Y.; Yoshida, 
T.; Asano, H.; Wakasugi, K.; Morita, J.; Aso, Y.; Yoshida, E.; Motoyoshiya, J.; Aoyama, H.; Tanabe, Y. J. Org. Chem. 2005, 
70, 2667.  5) Lin, M.; Lee, S.; Liu, K. C. S. C. J. Nat. Prod. 1995, 58, 244.  6) Chang, W.; Chiu, L.; Lai, J.; Lin, H. 
Phytochemistry, 2003, 64, 1375. 
